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2025年度 授業概要　

科目名 失語症Ⅰ

【授業の目的・ねらい】
失語症についての基礎的な知識を習得する。言語症状の把握と有効なコミュニケーション手段を考える。
訓練技法や教材作成に興味を持ち、臨床に役立てる。

【実務者経験】
言語聴覚士として病院に勤務し、成人分野の急性期から慢性期までのリハビリに従事する。

【授業全体の内容の概要】
失語症のタイプ分類・専門用語の把握・言語治療の方法について身につける。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
失語症者の立場になって心理・社会的背景を把握することができる。
専門用語の説明ができるようになる。

講義内容 準備物(教材)

失語症の定義や失語症と関係の深い脳の仕組みを理解できる
教科書
配布資料

失語症の症状について理解できる
教科書
配布資料

失語症の近縁症状・随伴しやすい障害・専門用語が理解できる
教科書
配布資料

ブローカ失語・ウェルニッケ・について理解できる
教科書
配布資料

伝導失語・健忘失語・超皮質性運動失語について理解できる
教科書
配布資料

超皮質性感覚失語・混合型超皮質性失語・全失語について理解できる
教科書
配布資料

皮質下性失語・特殊な失語・純粋型について理解できる
教科書
配布資料

原発性進行性失語・認知神経心理学モデルについて理解できる
教科書
配布資料

認知神経心理学モデルについて理解できる
教科書
配布資料

認知神経心理学モデルについて理解できる
教科書
配布資料

表層性失読、音韻性失読、深層性失読について理解できる
教科書
配布資料

失語症の回復過程について理解できる
教科書
配布資料

小児失語について理解できる
教科書
配布資料

リハビリテーションにおける連携・社会復帰について理解できる
教科書
配布資料

総復習
教科書
配布資料

定期筆記試験

【使用教科書・教材・参考書】
『標準言語聴覚障害学　失語症学　第３版』医学書院

【準備学習・時間外学習】
授業で行う内容の予習・復習を行ってください。

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

試験の結果を100点満点として成績を評価する。
試験は定期試験のみ実施し、60点以上の場合に科目を認定する。


